
サンプルテキスト

   

ニュースコンテナー記事 No．２                                                    ■ 発行 ２０１１．６．１０       

豊洲地区における建設発生土の受入れ基準について 
 

 

 

 

    

      

  

〒336 -0015 さいたま市南区大字太田窪 2051 番地 2 

TEL.048-887-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

ISO/IEC 17025 認定範囲に RoHS 指令 6物質に続きハロゲンが追加されました！ 
当社が 2007 年に（公財）日本適合性認定協会（JAB）より認定された試験所認定国際規格

ISO/IEC 17025 において、「ハロゲン分析」の追加申請が承認されました。更に「試験の種類に

よる認定」が承認されたことで、方法の妥当性確認能力も認められた試験所となりました。 

 

豊洲土地区画整理事業では、平成 14 年から公共工事において発生した建設発生土を盛土材として

受入れていましたが、その一部に受入れ基準に定める化学性状試験の頻度が守られていなかったこ

とが判明しました。このため、東京都都市整備局では「豊洲土地区画整理事業における建設発生土の

受入れ基準等検討委員会」の提言を受け、平成 23 年 4 月 25 日に建設発生土の受入れ基準を以下の

ように改定しました。 

 

１．受入れ対象工事 

 ・公共工事及び公共工事に類する工事 

 ・法令等に基づく手続きで土地利用履歴等調査を実施している工事 

 ・1 件工事 500m3以上の搬出量を伴う工事 

２．化学性状 

 ①試験項目 

 ・46 項目（溶出試験 33 項目、含有試験 11 項目、ダイオキシン類（溶出・含有）） 

 ②試験頻度 

 ・原則として「面積 2,000m2ごと かつ 深度 1m ごと（または地層ごと）」に 1 回とする。 

この基準を適用し難い場合には「2,000m3ごと」に 1 回とする。 

 ・「地層ごと」の試験とした場合であっても同一地層からの土量が多くなる場合には、5,000m3 を

目安として補完的な追加試験を実施する。 

 ③試料採取地点 

 ・地表部においては、ダイオキシン類以外は土層上面から5cm前後・50cm前後の土の混合、ダイオキ

シン類は土層上面から 5cm 前後の土とする。 

 ・地表部以外においては、その深さまたはその地層を代表する土とする。 

 ・揮発性物質以外は、原則として 5 地点混合とする。 

 このほか、土質区分や物理性状についても規定されています。 

 

当社では、土壌汚染調査や土壌の分析を行っております。お気軽にお問い合わせ下さい。 
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